


骨梁や骨髄内に径30-40μmの
ArrowBoneの微小粒子を多数認
め、骨髄には線維性結合組織の
増生を認めた。人工骨周囲の骨
梁は、層板構造がはっきりした石
灰化骨と、線維骨様の骨とが入り
混じった状態である。

ArrowBone周囲に形成された骨の
表面に立方形の骨芽細胞の配列を
認め、リンパ球や形質細胞などの
炎症細胞浸潤は認められない。

ArrowBoneの微小顆粒が骨組織
及び繊維芽細胞に囲まれており、
一部は吸収されて骨置換が始まっ
ている。

ArrowBoneの微小粒子自体の内
部にまで繊維芽細胞が侵入して内
部で増殖し、一部では骨置換が始
まっている。

高度管理医療機器（クラスⅣ） 
成分：β-リン酸三カルシウム

多重気孔構造

品目仕様等

結晶構造と相純度
CaとPの化学量論比（原子量比）
気孔率
圧縮強さ

β-TCP 99%以上
Ca/P=1.5
74～84％
1MPa以上

結晶構造と相純度
CaとPの化学量論比（原子量比）
気孔率
圧縮強さ

β-TCP 99%以上
Ca/P=1.5
55～63％
5～17MPa以上

顆粒 ブロック

気孔連通性に優れた高純度β-TCP骨補填材

日本白色ウサギの大腿骨および脛骨に直径 4㎜の孔をあけて、アローボーン -β- ブロックを埋植。

6週目および 12 週目に埋植部位の骨を採取して軟 X線写真及びHE染色を実施。

組織所見：6週目で被験物質の内部にまで海綿骨が侵入している。

成熟骨が被験物質を取り囲み周辺から内部への連続した骨形成を示している。

12 週目、6週目より吸収が亢進し骨端部における正常な骨組織の性状を呈し、骨髄の形成も進んでいる。

皮質骨領域 海綿骨領域 拡大像 . 上；大腿骨 . 下；脛骨

皮質骨領域 海綿骨領域 拡大像 . 上；大腿骨 . 下；脛骨
■ 12週群

■ 6週群 ■ 6週群の軟X線写真

■ 12週群の軟X線写真

新生骨ができている

ArrowBone-β- ブロック性能試験

（資料提供：福岡県福岡市デンタルチームジャパン）
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